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国語科・算数科の単元末テストの通過率
は80.7と全国平均値をわずかに下回っ
た。国語科に比べ，算数科で全国平均値
を下回る学年が多かった。
国語科では「話す・聞く」と「読む」
（初見の問題），算数科では「思考」と
「知識・理解」の観点に課題がある。
各教科に関連する言葉や意味を確実に習
得させるとともに，内容を正確に読み取
るなどの読みを深めていく力を身に付け
る必要がある。
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・国語・算数それぞれの課題に
取り組んでください。
・思考ツールは低学年は難しい
らしいが、低学年から徐々に取
り組んで欲しい。
・算数においての課題を改善し
ていただけるよう期待しており
ます。
低学年から図書館活用や読書を
しているので結果は出ると思
う。
基礎的な計算力をしっかりつけ
させて欲しいと思う。

○四則計算を中心としたドリル
タイムを今後も継続して行い，
着実に計算力を身に付けさせ
る。
○多種多様な本を読み，様々な
価値観や表現に触れることがで
きるよう，これまで以上に図書
室を利用した授業や活動を行っ
ていく。
○それぞれの学習で使用する用
語や言葉を理解させ，説明を書
いたり話したりする時間を確保
し，筋道の通った説明ができる
ようしていく。
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③チェックカード活用の充実

□児童アンケート
調査による児童の
情報活用力に関す
る肯定的評価

80 85.5 106.9 A

児童アンケートにおける調査結果は
85.5％と多くの児童が肯定的に捉え
ており，目標を上回ることができ
た。情報活用パワーアップカードの
活用により，調べる方法やまとめ方
を自分で選択しやすくなった。
人によっての捉え方や活用状況に差
があるので，定期的に声かけや指導
を行うとともに，「調べる」「まと
める」「伝える」活動を意図的に実
践していく必要がある。
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・今まで通り活用して欲しいで
す。
・図書館の利用や読書量の多さ
は素晴らしいので、これからも
継続して欲しいと思う。

○課題解決学習となる単元を構
成し，主体的に調べ学習を行わ
せる。情報活用パワーアップ
カードを効果的に活用し，多様
な調べ方やまとめ方を学習させ
る。
○普段の授業や活動，家庭学習
でも，思考ツールを意図的に活
用する場面を持たせていく。

①気持ちのよいあいさつの励
行

□学校アンケート
による児童及び保
護者のあいさつに
関する肯定的評価

85 90.7 106.7 A

　児童会を中心にあいさつの運動を
進めてきた。また，教員が全児童に
対してあいさつのよい児童に肯定的
な評価を繰り返してきた。今後は評
価する人を地域に広げあいさつがで
きる子を増やしていく。
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・よくできています。
・今後も挨拶の運動を続けて欲
しい。
・挨拶の大事さを今後も伝えて
いただき、笑顔ではっきりと挨
拶ができるよう取り組んでいた
だきたい。

○いろいろな場面でいろいろな
人に評価してもらうことで，児
童の意欲を高めることができ
た。
○今後も児童会を中心に活動を
すすめ，上級生がよい手本を見
せることで気持ちよさが伝わる
あいさつを広げていきたい。

　
②縦割り班活動の充実

□児童によるアン
ケート（自己有用
感に関する肯定的
評価

85 93.4 109.9 A

　児童会，委員会活動を中心に活動
を仕組んできた。特に掃除時間には
高学年がやり方を積極的に指導し，
低学年の児童も熱心に行えるように
なった。「ありがとうカード」にも
高学年の掃除指導に対する感謝の気
持ちが書かれていた。今後も活動を
続けていきたい。
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・「ありがとうカード」いいで
すね。
・学校いつもきれいです。
・児童会・委員会の活動が積極
的でよいと思う。
・自分に自信が持てる児童が多
いというのは大変喜ばしいこと
である。

○「ありがとうカード」は今後
も続けていく。特にお世話にな
ることが多い低学年は，しても
らうことに感謝の気持ちを持つ
ことを日頃から伝えていく。
○できることの違う縦割りの集
団だからこそ配慮して伝えるこ
とと受け止めて伸びようとする
ことがはっきり行えた。今後も
児童会・委員会の活動を活性化
していきたい。
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尾道市立美木原小学校

～花と緑と子供の笑顔があふれる学校～
〇確かで豊かな学力をつける学校 〇学びの環境が整い，規律ある学校 〇地域と連携し信頼される学校
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令和元年度　尾道市立美木原小学校　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

夢と志を持ち，主体的に学ぶ子供の育成

小中連携を核とした組織的な研究による学力向上
～学校図書館教育の深化と発信～

様式1


